
前
田
家
本
芭
・
巣
字
類
抄
摘
出
漢
字
に
並
註
さ
れ
た
別
封
の
繚
鍍

は
ト
し、
め
に

一
色
監
字
碩
砂
場
出
漢
字
に
二
凰
記
さ
れ
た
訓
に
お
け

る
主
珂
・
刺
訓
の
直
利

二
、
芭
変
字
類
抄
掲
出
漢
字
に
並
立
さ
鳳
た
判
鋤
の
垂

山
山
に
つ
〓
て

三
和
名
額
擬
革
に
み
け
る
如
封
の
堵
出
順
位
と
の
比

醍よ
と
め

は
じ
め
に

端
麗
乗
組
の
「
色
贅
字
廟
抄
L
は
、
漢
字
を
そ
の
止
み
の

窮
言
日
静
の
違
い
に
よ
っ
て
イ
ロ
ハ
咽
に
乾
列
し
た
抱
枚
時

代
の
学
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
菜
客
は
そ
の
よ
み
の

窮
一
昔
蝉
の
連
日
に
基
ヅ
き
イ
ロ
バ
の
各
篇
に
ふ
リ
分
け
L
ノ

相
　
同
　
正
・
奥

放
て
有
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
壊
空
の
下
［
二
は
、
そ
の
ふ
リ
分
け

の
基
準
と
な
っ
た
よ
今
が
月
仮
名
で
禾
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
つ
の
漢
字
に
対
し
て
二
通
り
以
上
の
和
利

へ
以
下
こ
れ
を
「
呵
J
　
ヒ
執
す
る
）
が
考
、
一
ん
ら
れ
る
鳴
、
色

集
客
醸
抄
で
は
当
該
壊
聖
の
下
「
こ
そ
れ
ら
の
封
を
並
記
す
る

こ
と
が
′
あ
る
。

隼
鷹
狩
駁
慮
鴫
略
聖
上
扁
・
T
4
属
大
事
讐

こ
の
よ
う
な
場
合
．
〓
－
ず
れ
の
鍋
を
云
∵
ソ
分
け
の
基
準
と
在

っ
た
訓
（
以
下
こ
れ
を
、
「
主
軸
∵
二
と
銑
す
る
）
　
と
考
え
れ
ば

良
〓
の
で
あ
ろ
う
が
。
－
て
し
て
、
二
の
主
部
と
同
時
に
畢
記

さ
れ
た
7
て
の
勉
の
叫
（
玖
下
二
年
を
「
利
和
し
こ
秋
す
る
）

は
主
訓
に
対
し
て
ど
の
よ
ラ
た
は
た
、
ラ
き
色
香
し
て
〓
う
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
痛
は
以
上
の
点
に
二
つ
〓
て
・
い
さ
さ
か
の

考
艶
色
試
み
る
も
の
で
あ
ろ
㌔

二
七



な
み
、
今
回
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
「
前
田
叡
五
色
蚤
堂

頸
わ
し
の
み
を
対
象
と
し
、
黒
月
数
嵐
の
「
色
莫
掌
編
妙
」

は
道
路
の
吋
展
乙
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
∵
今
回
は
家
訓
の

単
記
に
の
み
対
象
を
限
定
し
た
の
で
、
字
額
妙
争
部
の
う
ち

農
学
部
の
前
半
へ
字
音
語
の
部
分
し
　
の
語
例
や
そ
の
他
空
音

語
と
祖
語
と
の
並
記
の
例
は
と
り
上
げ
な
か
っ
た
。
き
う
に

え
、
謡
社
・
諸
寺
・
国
軍
・
官
職
∴
堆
ん
・
名
守
の
各
部
は

取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
う
の
盛
年
に
み
〓
て
二
つ
玖
上

の
割
の
並
記
を
潮
時
す
る
三
と
は
㍗
き
な
り
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。

二
八

ギ
ヤ
」
　
「
サ
シ
L
を
主
利
と
熟
め
て
よ
か
う
う
と
考
え
事
。

な
み
こ
の
時
、
そ
の
主
訓
が
腔
の
判
に
＝
対
し
て
右
側
ま
た
は

上
方
に
記
さ
れ
て
l
、
う
象
に
七
草
恵
し
た
〓
－
。

刷
窟
衰
イ
ス
　
〔
ヌ
大
束
）

聞
郎
結
締
ハ
ナ
へ
サ
植
物
）

毛
の
場
合
、
「
え
」
．
学
の
有
寓
に
よ
っ
て
主
靭
・
利
叫
の

区
別
は
れ
乾
的
容
易
で
あ
る
が
、
左
み
そ
の
車
名
す
る
等
か

ら
も
「
え
」
聖
の
画
＋
ふ
て
〓
な
目
方
の
朝
を
主
軸
∵
と
鏡
の

る
べ
．
き
こ
と
が
確
か
め
う
取
る
。

「
　
色
東
学
麺
サ
喝
亀
増
掌
に
並
記
さ
れ
た
訓
に
み
け

る
主
軸
・
別
封
の
区
別

色
隻
字
源
考
の
喝
出
球
宴
に
並
乾
さ
れ
た
訓
の
う
ち
、
そ

の
＝
、
平
凡
を
主
勤
と
施
め
る
べ
．
き
か
に
つ
〓
て
、
若
干
の
用

例
を
も
と
に
考
察
を
示
え
て
み
る
。

．
ノ
与
－

／
l
ヽ

1
．
ノ

／
b

′

t

ヽ

明
穐
整
臼
－
ケ
も
／

礪
措
㌍
　
鴫
坤
俸
噂
園
部
王
将
芸
大
阜
）

画
質
恒
P
リ
　
（
力
雷
〕

・

－

ノ

′
．
ヽ

ヽ
ノ

2′．
ヽ

．
蜘
錘
帯
キ
ヤ
　
（
ヒ
年
俸
）

碇
糾
虹
牢
ン
　
　
へ
サ
牽
き

魅
－
え
乍
昧

右
の
場
合
、
そ
の
坤
亀
す
る
鶉
か
ら
、
そ
れ
で
此
「
ヒ
タ

右
の
例
は
、
そ
耽
㌣
膿
大
泉
申
，
碑
空
軍
に
最
し
て
〓
る

が
、
色
資
質
確
妙
に
か
け
る
大
身
畢
・
埠
等
卑
坤
考
の
環
告

の
配
列
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
璃
享
の
判
の
書
甲
数
の
少
石

目
毛
の
か
亡
フ
の
傾
に
な
っ
て
日
石
．
冊
の
堵
会
そ
の
前
後
に

は
、
コ
ト
（
車
）
　
コ
ヒ
〓
確
「
…
－
コ
ウ
へ
功
一
と
ニ
・
昔
時

の
蕗
が
並
ん
で
み
リ
、
こ
の
車
か
、
う
、
「
コ
フ
L
が
勘
に
み

け
る
主
呵
㍗
毎
を
ゝ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
勘
の
堵
会
、
カ
ミ



ナ
ラ
ス
1
「
蟻
）
カ
タ
ヰ
ア
ブ
ご
噂
し
・
・
…
力
∵
フ
二
7
、
ン
石
へ
被
）

七
五
音
坤
雲
蒜
、
並
ん
で
〓
る
こ
と
．
か
ら
、
「
カ
ケ
マ
ク
／
モ
」

が
こ
の
甥
会
の
主
副
㍗
あ
る
こ
と
が
わ
が
ろ
の
γ
あ
う
。
L
な

ぁ
こ
こ
で
ィ
、
そ
の
主
封
が
、
温
註
さ
れ
た
叫
の
一
薗
右

刺
に
促
遷
し
て
〓
る
二
と
l
二
負
付
く
。

攻
上
の
～
融
の
諸
句
を
も
と
に
ま
と
め
る
な
う
甘
l
大
略

攻
の
二
と
が
言
え
よ
う
が
と
考
、
乙
う
。

上
平
記
さ
れ
た
訓
の
う
七
ノ
、
子
の
一
号
に
「
え
し
掌
が
画
さ

れ
て
＝
る
堵
合
、
「
え
し
萱
の
吋
さ
れ
て
l
、
査
∴
∵
方
爪
∵
利

が
主
訓
で
萄
る
と
恕
め
ら
れ
る
。

2
．
卦
鼓
さ
れ
た
言
l
1－
の
う
ま
1
そ
の
日
で
肌
l
＝
モ
「
え
L
雪
が

呵
さ
れ
て
l

I
な
目
端
会
、
硬
の
鋤
に
吋
し
て
畠
呵
ま
た
は

上
方
の
加
が
主
副
と
箪
め
ら
れ
隻
す
在
の
ぢ
、
軍
記
上

軍
功
に
許
さ
れ
る
割
が
主
軸
㍗
承
る
と
考
、
乙
う
れ
石
。

し
て
礪
す
う
新
た
鍋
が
当
謁
寒
告
の
割
と
し
て
薯
鴫
よ
リ
日

常
的
あ
う
〓
豆
塞
太
的
な
叫
を
示
し
て
日
舞
∵
こ
産
」
と
て
上
目

の
7
し
あ
ろ
う
が
P
 
t
L
写
フ
で
あ
る
な
ら
は
、
主
刹
・
∴
別
封

の
濾
l
－
は
色
隻
等
準
少
に
み
〓
－
て
固
乾
し
て
い
る
は
す
で
功

石
。
と
こ
う
が
考
の
よ
ラ
た
桝
が
在
在
す
る
。

川
告
嘩
琵
招
ノ
ク
ス
ネ
　
（
イ
植
物
）

コ
ウ
ノ

石
範
告
磐
当
、
ズ
　
ヘ
ス
壷
物
∴

二
、
色
隻
蜜
類
妙
描
出
壊
宮
に
放
乾
さ
れ
た
別
封
の
重

出

に

つ

い

て

さ
て
、
頭
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
喝
出
環
常
聖
上
割
は
当

均
譲
富
の
刊
を
潰
す
と
英
に
そ
の
球
宴
の
色
贅
学
埠
少
に
ふ

け
る
所
為
∵
政
利
を
環
敬
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

二
の
主
軸
と
そ
れ
に
対
す
る
別
封
こ
の
間
∵
∵
は
ね
∵
）
か
ふ
っ
闇

殉
な
産
日
が
復
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
・
た
と
え
献
、
主
封
と

2′
．
t
ヽ

／

2′
し

、
一
ノ

つ
コ
′
し

／

l
ノ

つ
J
（

ソ財
7

・
鳥
用
ヒ
ア
キ
ヤ

々
蓮
．
コ
ヤ

こ
妃
壕
）

・
六

ノ財h
ノ．
え

一
ノ締
コ
ヤ
乙
ヒ
タ
牛
ヤ

（
コ
叱
埠
〕

ナ
キ
∵
フ
ル

ヒ
タ
ヒ
牛
㌧
フ
レ

〔
ハ
大
鼻
）

衷
七
夕
ヒ
与
ラ
完
　
（
ヒ
人
事
〕

た
と
え
ば
∴
　
出
て
、
ぽ
「
イ
∴
‥
ク
二
入
り
」

が
主
か
て
よ
っ
リ

「

ス

ク

ナ

ヒ

コ

ノ

ク

ス

ネ

」

が

融

和

で

あ

う

の

に

、

川

で

は

壇
に
「
ス
フ
ナ
ヒ
コ
ノ
ク
ス
ネ
」
が
主
軸
、
「
イ
ハ
ハ
／
フ
∵
リ
L

ノ

が
判
示
㍉
子
慮
っ
て
l
I
ろ
。
㈲
拘
言
か
〓
て
も
．
叫
で
は
主
卦

と
た
仕
っ
て
い
イ
台
「
ヒ
タ
千
ヤ
L
が
園
で
d
明
、
う
か
に
別
朝
と

二
元



在
っ
て
日
石
。
之
、
．
弔
「
∵
掛
目
て
ー

ま
別
封
で
萄
う
「
ヒ
タ
ヒ

ノキ
ラ
ル
L
が
∵
∴
別
号
あ
言
二
て
は
「
若
し
琴
の
訓
と
し
そ
た
た
、

一
つ
替
解
ら
れ
て
〓
1
5
の
で
承
5
J

こ
う
し
た
皐
か
ら
、
主
叫
と
別
勧
ど
の
闇
孫
は
、
叫
と
し

て
の
日
常
性
云
々
と
〓
っ
＝
た
よ
う
点
孟
望
駐
さ
机
た
闇
線

．
で
は

亜
r
L
長
患
い
こ
と
が
予
理
さ
京
ろ
二

そ
孔
て
l
ば
、
主
剤
と
椚
利
己
は
一
体
P
の
よ
ラ
在
閣
像
で

結
廿
膿
て
い
る
の
で
あ
牟
プ
が
∵
し
の
皐
を
孝
音
た
め
に
、

右
に
挙
げ
た
上
∵
っ
空
あ
l
る
球
史
二
l
－
対
し
利
和
と
し
て
璃
町

ラ
孔
て
白
る
訓
が
色
糞
堂
額
砂
の
鹿
の
覇
坤
に
あ
〓
て
当
該

草
掌
と
呵
P
理
学
の
主
副
と
し
て
見
出
せ
ろ
例
が
、
芭
蕉
卑

壊
妙
に
で
れ
程
存
す
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
。

ま
す
、
こ
こ
で
聾
者
が
封
の
単
記
と
し
て
扱
っ
た
．
の
は
ど

の
ヰ
フ
な
璃
会
で
あ
る
の
か
、
岡
飢
全
て
を
整
捜
し
残
里
化

し
た
も
の
妄
芸
人
に
未
す
。
昭
車
、
○
ば
埼
頭
壊
客
、
臣
は
仮

名
で
鼓
さ
れ
た
和
郎
蔓
れ
す
。
但
し
・
和
訓
相
互
の
住
道
に

っ
〓
て
は
便
宜
上
、
上
下
の
配
置
を
左
石
に
置
き
礫
え
た
毛

の
も
あ
る
。
各
額
型
の
下
に
嶺
凧
で
示
し
た
の
は
、
そ
の
聖

に
該
当
す
る
閏
別
の
数
で
あ
る
。

①
　
〇
m

（
史
し

㊤
〇
m
－
t
…
○
河
．
（
攻
∴

③
○
肋
雰
訓
J
‥

∴

「

　

－

．

三
〇

＠
○
脚

㊦
○
脚
㍉
－
1
－
0
回

の
○
拍

⑦
○
鮒
畔
っ
○
耐

㊤
　
〇
m

①
　
O
m
 
l
－
・
1
0
珂

㊥
　
O
的
（
雷
、
即
）

（

－

）

（

－

）

二
二

（

－

）

∵
㌧

（両）

（2）

A
、
当
該
壊
琴
の
す
ぐ
下
に
主
知
つ
別
封
が
並
記
さ
れ
て
日

る
も
の
（
由
砂
の
教
告
豆
類
型
患
者
で
あ
る
）

の
　
○
抽
（
悪
書
t
－
1
一
〇
耐
〔
三



⑬
　
○
綱
u

．
・
．
．
「
．
・

㊥
○
紺
虻
靭

（

－

）

⑮
　
O
m
U
f
・
・
d
伺
　
（
鎚
）

㊥
○
知
日
　
　
　
へ
ヱ

吟
〇
割
□
…
h
・
〇
両
へ
こ

⑱
　
○
伽
泄
U
　
　
　
　
γ
）

◎
○
知
腔
・
…
・
〇
回
・
「
⊥

＠
　
○
親
日
　
　
　
　
（
⊥

⑲
　
○
親
日
・
…
○
同
　
（
⊥

㊥
　
○
知
二
へ
口
　
へ
士
．
㊥
〇
m
体
剖

㊨

O

m

俗

・

…

d

屈

　

（

2

）

㊥
　
O
m
取
　
　
（
2
）
　
⑲
○
餌
蟻

．
・
・
∴

B
．
当
咳
漢
恵
に
あ
り
て
、
主
軸
は
上
場
の
訓
－
到
左
′
せ
け
て
、

「
呵
」
宕
y
票
＼
れ
る
か
え
は
雀
結
き
血
、
利
和
の
み
示

像
名
で
元
さ
れ
て
い
る
も
の

㊥
○
ロ
ー
ー
・
・
∴
∪
謄
　
　
（
柑
）

㊥
　
〇
日
…
l
・
〇
日
O
n
U
l
！
：
○
伝
　
（
l
J

㊥
〇
日
○
腔
○
腔
○
謄
○
吊
　
（
⊥

㊥
〇
日
・
・
l
・
六
U
 
D
　
空

㊥
〇
日
l
…
－
○
え
ロ
ー
l
・
占
用
口

㊥
　
0
8
・
…
l
O
鯛
云
D
 
T
）

⑫
〇
日
－
…
○
印
書
n
＝
－
T
）

（
ダ
）

U
、
A
と
β
と
の
南
型
混
合



⑳
○
押
l
・
…
○
㌍

㊥
O
m
－
つ
l
l
t
O
腔

㊥
∩
こ
Ⅱ
1
1
1
・
′
・
－
○
糊
口

「
∴

へ
ぎ
）

∵
′
こ

⑭
　
O
m
・
l
・
・
・
〇
臣
…
・
・
〇
餌
」
」
＋
（
∵
∴

㊥
　
O
m
・
－
・
1
－
0
え
牲
・
ご
・
・
〇
又
り
・
・
・
1
1
－
0
軸
日
㌻
）

＠
　
O
仙
「
一
…
〇
三
月
－
1
1
－
0
ヱ
n
U
　
「
⊥

㊥
○
掴
・
・
－
・
・
〇
m
日
当
…
○
責
…
・
六
ソ
エ
ロ
（
⊥

㊥
○
錮
・
・
1
－
；
○
腔
…
：
○
闇

㊥
○
祁
u
H
・
・
：
○
綱
目
　
　
（
誓

㊥
○
朝
鮮
，
・
：
t
O
蚊
m
・
l
I
も
呵

＠
○
綱
u
・
・
l
・
b
百
l
l
I
・
・
〇
珊
D

ノ
ノ
二
′

㊥
○
叉
1
1
泄
－
…
b
夏
日
，
～
○
文
ロ
ー
t
、
・
・
〇
瑚
O
T
）

＠
○
珊
泄
～
l
O
ヱ
ロ
ー
…
－
○
呈
□
　
（
⊥

㊥
○
耶
－
－
…
〇
四
＝
二
！
ユ
リ
ヱ
n
」
　
↑
1

秒
∩
前
輯
思
了
人
）
∩
（
1
1
－
六
品
虹
へ
1

以
上
、
会
商
桝
敦
は
四
セ
キ
塑

淀
に
、
瑠
璃
譲
学
の
利
割
が
芭
蕉
皐
類
妙
の
他
の
諭
埼
に

l

′

り

お
い
て
当
箪
諌
早
と
同
じ
漢
学
の
主
封
と
し
て
繹
け
ら
孔
た

例
が
、
名
言
ト
示
し
た
全
画
例
年
ど
の
年
度
存
す
る
か
に
つ
い

て
閏
査
し
た
露
草
を
良
に
し
て
こ
小
す
ゎ
　
但
し
l
　
二
の
麦
に
は

虹
に
贅
が
た
四
七
の
確
型
の
う
ち
の
㊤
㊨
◎
ゆ
⑧
①
㊥
◎
㊥

㊥
㊥
⑲
⑫
㊨
の
二
五
類
型
の
統
覚
の
み
を
示
し
た
。
一
－
の
一

五
の
製
が
、
四
七
類
型
の
中
に
あ
っ
て
比
鮫
的
車
抱
で
か
つ

甚
本
的
な
型
て
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
な
み
、
麦
に

着
き
た
が
っ
た
三
二
の
型
に
み
〓
て
は
、
二
て
の
伺
例
数
は
三

二
類
型
会
て
を
合
わ
せ
て
も
四
四
例
で
あ
り
、
こ
れ
は
会
田

七
三
鋤
中
約
九
バ
ー
で
、
ノ
ト
を
占
め
う
に
過
ぎ
た
〓
ぅ

麦
で
は
、
別
封
が
他
の
韻
巧
に
み
〓
て
当
識
璃
耳
こ
呵
P



増
悪
の
、
阜
刊
と
し
て
乳
出
せ
る
．
へ
現
下
こ
孔
を
「
ノ
登
壇
」
　
と

歌
す
る
．
）
も
の
と
主
部
と
し
て
吐
乳
出
せ
た
〓
も
の
と
を
分

け
、
さ
ら
に
そ
巌
で
膿
そ
れ
う
主
副
と
別
鋤
と
の
壌
一
昔
坪

が
互
日
に
筈
し
い
か
異
な
各
か
二
L
上
っ
て
分
け
た
。
ま
た
、

ノ
勤
、
司
・
形
容
南
方
で
名
句
以
外
の
判
が
比
較
的
多
く
見
亀
せ

る
大
象
・
韓
雫
・
捏
雪
の
ふ
晋
、
名
詞
の
訓
を
中
虻
と
す

石
化
の
謁
郎
￥
ば
坤
に
し
た
。
さ
′
う
に
そ
の
中
で
も
、
堪
出

漢
学
が
埠
に
無
官
で
禾
さ
れ
る
選
彗
部
へ
後
半
都
会
）
を
他

と
区
別
し
た
。
な
み
、
鞄
型
の
①
◎
の
◎
⑳
＠
申
㈲
に
み
‖

て
は
主
剤
と
別
訓
と
の
組
み
合
わ
せ
が
二
組
考
え
ら
れ
る
の

で
、
表
中
の
故
空
は
亀
施
し
た
珂
倒
粗
の
二
一
倍
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な
フ
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l
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中
る
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⑦
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．
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融
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レ

え
タ
シ
ナ
シ
　
へ
シ
遷
宮
）

迫
と
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簑
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ハ
喜
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f
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隼
廟
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刷
鑑
銅
鏡
誓
品
物
）
孟
産
絹
∵
ァ
譜
）

的
小
忍
野
竺
コ
琶
叶
右
警
キ
（
て
奄
物
）

叫
盈
酢
コ
へ
是
暫
叶
聖
ナ
義
砂
欝
へ
マ
妃
儀
J

梱
玖
冒
。
毛
　
（
ス
縫
物
）

蒜
射
鋸
髭
担
笠
且
久
翫
岡
、
‡
貨
物
〕

類
型
㊥

㈹
和
書
叛
甥
／
珂
姓
研
月
草
括
l
月
乱
打
7
妄
）

d
離
寓
司
教
珂
　
：
是
）

叫
舶
舶
㌍
ノ
ヤ
カ
タ
合
憲
蘭
（
＝
植
物
）

シ
芝
／
タ
シ

叶
頑
斬
約
晋
当
ラ
睾
丸
曝
周
へ
オ
箱
物
）

の
三
珠
招
待
貴
篭
凱
卵
草
笠
品
物
．
）

、

l

ノ

C
ナ
．
王
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へ
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（
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埴
物
〕

、
ン

国
葬
芝
耐
（
ア
人
倫
）
叶
、
岬
欝
（
イ
人
倫
）



融
離
㌍
気
奇
禍
烹
備
）

ク
ヱ
イ皇

1
ヤ
、
ワ
総

豆
星
裂
誓
イ
大
崎
）

ク
且
イ

鴫
消
息
。
私
用
を
「
ア
飲
食
J

互
選
盈
倖
杜
孟
食
〕

ヽ

ノ

′

糾
野
郎
頓
緋
ハ
一
フ
ヱ
炊
ご
l
　
サ
譜
）

オ
永
ハ
一
．
7
′

叶
級
鋲
へ
　
（
オ
壷
鋤
）

類
型
㊥

簑
嘔
ア
・
了
落
人
周
波
人
相
イ
？
ト
ツ

ヘ
ア
大
筒
〕

土
－
．
ヨ

叫
喚
手
イ
‡
ツ
　
（
イ
大
晦
）

蒜
サ
這
㌘
サ
ハ
痢
肩
へ
サ
動
物
）

ハ
ン

叶
－
庵
車
力
等
ハ
萄
隼
泉
嘲
　
（
カ
初
空

ノ
ニ
六

ケ
イ
1

純
赦
ヲ
ト
ロ
刹
尉
嬢
肩
離
職
蚤
㌢
（
ヲ
埴
讐

叶
立
米
魂
硬
は
製
材
〔
ナ
砧
物
）

こ
の
う
ち
、
出
初
画
純
綿
刷
潮
間
画
幽
霊
止
別
言
当
が
下

に
率
が
た
象
昭
叫
別
と
の
間
に
顆
掌
に
よ
る
く
〓
息
t

－
を
導
）

し
て
い
る
が
と
扱
わ
れ
る
明
で
あ
り
、
用
聞
輔
弼
は
鳩
山
叫
壊

学
が
各
昭
用
例
と
若
干
異
た
′
つ
て
〓
る
幸
の
で
あ
る
。
ま
た

碑
的
刷
は
参
悪
例
の
方
に
訓
の
旗
艦
が
あ
る
か
ヒ
恩
わ
亙
る

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
の
聞
勘
の
勅
勘
は
利
和
と
l

－
ラ
よ

り
も
意
味
の
連
取
ヒ
考
、
フ
ナ
ラ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
鹿
の
皐
か
ら
ぽ
要
り
よ
う
た
息
が
判
明
す
る
。

上
人
鼻
・
埠
告
・
遷
宰
都
・
に
あ
〓
て
は
、
利
訓
は
重
出
し

毎
日
塙
会
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
し
か
も
主
軸
∵
こ
別
前
の

第
一
老
師
が
五
日
I
に
等
し
〓
も
の
が
雪
吠
う
の
う
ナ
フ
の
大

都
会
を
占
め
る
。

2
、
人
卓
二
響
賢
・
螢
羊
の
三
部
を
喩
く
鹿
の
都
に
・
み
〓
て

旦
別
封
が
重
出
す
る
場
会
、
そ
の
別
訓
の
第
三
l

＋
輝
カ
、
l
、

主
叫
の
考
∴
埠
と
異
乃
る
も
の
が
多
く
二
今
別
訓
が
垂

増
し
た
い
場
合
に
二
は
、
別
判
の
笥
三
日
坤
が
主
叫
の
〒
机

と
等
L
l

I
も
の
が
多
く
を
占
め
る
。
存
範
例
を
考
嵐
に
入

れ
る
鳴
．
、
こ
の
傾
向
l

音
更
に
簡
く
な
う
。



箕
嶺
や
肇
向
油
■
庫
埠
倒
受
浦
風
に
大
典
る
な
う
甘
、
入

皐
・
牌
質
・
壁
寺
の
三
郎
に
み
〓
て
毛
計
め
う
う
。

以
上
の
春
寒
を
ど
の
よ
う
に
印
象
す
れ
ば
よ
日
の
て

l
、
あ
ろ

う
か
。
私
見
を
迷
ヾ
る
奉
り
で
次
の
よ
う
に
な
ち
う
か
と
乳

、
フ
。

す
な
わ
ち
、
邑
隻
告
頼
妙
に
か
〓
て
せ
、
媚
坦
浪
奮
に
こ

っ
以
上
の
訓
が
務
す
る
場
今
で
き
る
限
り
そ
れ
．
、
ウ
を
並
記

し
ょ
う
と
し
．
〓
カ
で
護
、
琴
を
そ
の
朝
の
寛
一
音
節
の
イ
ロ

バ
利
で
今
類
縁
会
し
ょ
ラ
と
す
寺
万
‥
イ
弘
と
と
フ
て
l

1
3
の
で
、

結
果
的
に
、
並
乾
さ
れ
た
軸
の
暑
一
書
坤
が
互
〓
－
に
契
至
急

も
の
に
あ
っ
て
は
㌻
て
こ
に
禾
さ
軋
た
利
即
が
牡
の
瑞
に
卓
也

し
て
ろ
二
と
に
な
リ
、
並
に
簸
三
日
呼
が
互
l

－
に
等
L
〓

も
の
に
あ
っ
て
は
葛
を
変
え
る
．
亜
容
が
無
く
一
迫
所
に
ま
と

の
て
並
た
さ
耽
、
利
別
が
登
壇
す
う
こ
と
は
査
か
っ
た
の
で

あ
ノ
う
う
と
J
考
え
る
の
で
あ
召
。

色
集
客
顔
妙
に
み
〓
て
ば
、
以
上
の
よ
う
に
別
叫
を
並
鼓

す
る
も
の
接
外
に
、
鹿
の
勘
の
後
産
を
塩
元
す
う
か
の
中
空

次
の
よ
う
克
明
が
若
干
在
在
す
る
。
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へ
ヒ
大
味
）

「
り
．

q
項
は
自
力
ミ
へ
マ
人
体
）

の
鮎
停
孟
物
）

字
正
吾
恕
轡
孟
＝
右
継
物
）

7
′

の
即
報
せ
恵
品
繹
警
モ
琴
）

モ
ヒ
　
見
オ
（
r

サ
野
鶴
誌
〔
マ
簸
物
）

〓
す
「
モ
ヒ

∴
　
二
　
∴
－
1
－
．
∴
一
．

（
サ
嘩
婆
）



こ
胤
う
の
例
に
軋
ら
れ
る
「
見
○
卸
し
「
在
○
卸
し
の
姥

虹
は
、
．
下
に
参
昭
ぎ
せ
た
伽
か
ら
号
明
う
が
な
よ
ラ
に
l
同

じ
．
理
学
が
別
の
訓
を
確
克
っ
て
脛
の
寡
に
堀
出
さ
れ
て
〓
う

こ
と
を
示
し
て
日
る
と
考
え
こ
／
耽
ス
笠
こ
う
し
た
勘
も
、
一

っ
の
壊
守
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
別
の
到
を
も
追
記
し
ょ
ラ

ビ
す
ヱ
d
傾
向
の
あ
う
わ
れ
ヒ
鼠
な
す
こ
と
が
γ
き
よ
ラ
小
と

老
ノ
え
う
。

な
み
、
右
に
塙
甘
た
倒
「
、
つ
〓
て
〓
さ
さ
か
ま
番
を
聾
す

る
占
叫
が
あ
る
。

そ
札
は
l
こ
れ
ら
の
例
言
五
日
て
イ
ロ
ハ
に
よ
る
夜
寒
に

摩
し
て
「
奪
し
て
幼
し
て
い
至
十
と
で
あ
る
。
．
色
薬
学
類
少

ス
ヘ
デ

の
年
「
今
射
芭
蕉
と
「
芋
翫
諭
練
、
宗
吾
軋
∵
十
七
等
会
も

執
各
軋
中
勧
都
鳥
や
礼
者
不
鰐
報
せ
L
に
上
れ
ば
・
イ
ロ
ハ

の
別
は
「
・
篇
レ
せ
阜
っ
て
軌
せ
ら
れ
る
は
す
で
あ
り
、
「
申
」

は
、
色
尊
卑
額
妙
に
み
l

〓
て
は
「
え
泉
L
「
杷
曝
し
「
植
物
」

「
動
物
し
「
人
倫
」
・
！
・
l
・
な
ど
の
奮
養
分
額
l
二
用
．
〓
こ
ノ
融
∵
云

べ
き
も
の
で
あ
石
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ロ
ハ
に
対
し
て
1
卸
し

左
閏
〓
て
〓
る
こ
れ
う
り
例
は
草
乳
芋
確
少
の
孝
女
言
表
さ

れ
た
方
針
と
増
異
な
っ
た
方
針
に
獲
っ
て
〓
る
こ
と
に
な
る
。

色
貴
尊
顔
サ
縞
葉
に
喫
し
て
は
緻
つ
か
の
鼠
行
者
埠
が
利
用

さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
窄
、
あ
ろ
マ
〓
－
ば
脅
整
う
の
葵
轡

の
中
江
イ
也
ハ
を
．

1
轡
ト
で
ふ
け
た
賓
窮
が
あ
ら
た
か
∴
午
も

考
を
り
・
れ
う
。
な
お
今
後
の
硬
額
と
し
左
目
。

三
、
知
名
確
認
砂
に
み
け
る
和
訓
の
喝
出
碩
櫨
と
の
軋

I
m

さ
て
、
も
し
色
貴
女
類
妙
に
あ
り
て
同
じ
菓
蓉
に
こ
っ
以

上
の
割
が
存
す
る
甥
会
十
九
ら
を
で
き
る
だ
け
並
誼
L
よ
う

と
〓
ラ
方
村
が
枚
、
ケ
れ
た
の
で
あ
凡
骨
、
あ
丘
た
の
例
に
み

い
て
利
和
で
あ
っ
た
言
“
I
が
こ
た
た
に
あ
り
て
同
じ
轟
き
十
の
主

鋤
の
放
置
に
丸
亀
せ
る
鴫
、
あ
た
た
に
み
〓
て
主
叫
で
あ
っ

た
割
も
こ
な
た
に
卦
〓
て
別
封
と
し
て
並
乾
き
現
て
〓
3
は

す
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
利
割
が
′
管
宰
し
て
＝
ろ
場
合
の
鋤
の
追
記
羊
＝

ラ
こ
と
が
ど
の
纏
え
徹
底
し
て
〓
る
か
に
つ
〓
て
鞠
風
を
行

っ
た
ク
梅
島
、
こ
こ
で
は
、
同
例
数
の
夕
日
㊤
②
㊥
◎
の
四
つ

の
額
聖
に
対
象
を
限
定
し
た
。

別
訓
が
垂
出
し
て
〓
ろ
場
会
の
軸
の
塵
取
l
＝
つ
〓
て
栗
の

〇

三
つ
の
二
メ
イ
フ
を
考
え
た
。

Ⅹ
タ
イ
プ
　
ー
1
ち
た
た
に
か
け
る
別
、
訓
が
二
な
た
に
み
〓
て

主
古
訓
∵
と
し
て
私
出
さ
れ
、
「
万
あ
な
た
に
か
け
る

主
剤
が
こ
な
た
に
あ
、
り
て
別
割
と
し
て
見
出
せ
る

も
れ
．
b
　
財
も
化
す
る
と
敦
の
よ
l
フ
に
後
ろ
む



O
m
銅
鱒
↓
○
鋤
鎚

γ
タ
イ
ア
ー
ト
⊥
サ
な
た
に
お
け
告
別
割
が
こ
な
た
に
み
〓
て

主
副
と
し
て
計
正
‡
÷
軋
る
の
み
で
、
こ
な
た
に
舷

の
利
の
嵐
誼
が
さ
れ
て
l
－
在
日
－
毛
の
。

月
即
錆
1
∩
潤
へ
主
塾

Z
タ
イ
プ
　
ー
　
あ
な
た
に
か
け
5
利
利
が
こ
在
た
に
み
〓
て

主
別
と
し
て
見
増
さ
れ
、
同
時
に
あ
な
た
に
ふ
け

る
主
知
以
外
の
徹
の
朝
が
並
乾
き
耽
て
〓
ろ
r
E
の
ー

〇
m
鍔
1
0
冊
縛
里

調
査
の
雇
製
産
麦
に
京
す
ど
攻
の
よ
う
に
た
る
。

㊥
一
①

・
．
－
－
1
1
・
I
I
・
ナ
・
1
－
－
－
・
・
l

7

一

0

1

．

－

－

．

i

．

こ

．

．

．

r

L

．

．

1

．

．

．

．

－

′

2

一

　

J

－

1

・

l

－

・

－

．

⊥

I

t

．

一

・

一

．

1

－

0

一

　

∂

、

J

一

　

β

⑲
⑱
に
は
し
　
あ
る
い
は
簸
記
か
と
恩
離
れ
る
も
の
で

X
Y
‡
Y
と
も
判
別
了
．
き
か
ね
る
毛
の
が
そ
根
で
九
三

倒

・

一

別

あ

う

が

、

こ

れ

は

右

の

泰

か

う

豆

喰

〓

て

み

〓
た
。

上
の
蓑
に
み
〓
て
又
タ
イ
プ
と
し
て
⑧
◎
＠
◎
の
額
型
に

属
す
る
別
封
重
出
例
会
九
三
例
の
ほ
ぼ
羊
按
の
瑠
七
刑
が
軋

出
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
色
贅
、
質
顆
妙
に
か
け
る
桝
の
追
記
の

傾
向
が
、
利
叫
の
重
出
の
瑞
会
に
も
あ
う
産
度
絡
め
う
耽
る

よ
う
に
思
う
。

し
か
し
．
一
オ
で
、
別
訓
重
出
の
句
の
う
ち
、
桝
勧
の
み
が

渇
け
、
♭
軋
た
Y
タ
イ
プ
の
用
例
も
三
九
倒
∵
し
か
左
リ
の
敬
に

の
脛
フ
て
＝
う
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
X
を
多
L
と
L
、
Y

を
少
産
L
と
し
て
蜃
現
し
去
う
こ
と
は
．
で
き
た
い
。
そ
勅
で

は
一
線
、
Ⅹ
と
Y
ヒ
の
違
l
I
は
何
に
寒
ザ
く
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
は
何
か
然
る
べ

、
き
廻
適
が
あ
っ

て
Ⅹ
の
ダ
イ
ア
Y
Y
の
ク
ィ
ア
と
に
令
か
れ
た
の
で

．
は
た
〓

だ
ろ
う
か
。
こ
の
占
叫
に
つ
l

－
て
な
み
考
賓
を
す
す
め
る
為
、

そ
の
如
朝
に
み
け
て
あ
る
日
は
吋
記
さ
れ
た
詫
紀
に
み
〓
て
′

色
蜃
督
確
砂
と
か
た
＝
′
の
類
似
占
㌻
共
通
占
叫
盲
萄
す
る
知
名

碩
衆
多
を
取
り
上
げ
、
知
名
類
象
秒
に
み
け
う
、
芭
畳
、
誓
確

砂
と
可
舟
す
う
壌
萱
に
対
す
螢
聖
叫
の
場
裏
噸
夜
半
、
草
貴

要
額
砂
に
あ
け
る
利
別
重
出
の
タ
イ
プ
す
な
わ
ち
Ⅹ
・
Y
・

Z
そ
収
に
椚
割
が
垂
出
し
年
目
－
場
会
へ
促
」
に
工
タ
イ
ア
こ

す
る
）
な
ど
と
の
比
較
対
照
を
珂
み
た
。

色
畳
字
額
砂
の
、
利
と
郎
ゑ
竃
讐
莱
妙
の
血
割
と
の
対
応
の
し

方
を
、
‡
声
に
知
名
確
率
秒
の
車
坤
の
堵
叫
順
位
の
点
か
ら
五

二
九



の
よ
う
に
会
け
て
み
た
ぅ

し
　
芭
東
学
類
砂
の
主
軸
・
利
和
が
共
に
和
名
妙
の
当
該
渡

掌
の
封
に
見
出
せ
る
毛
の

A
、
色
尊
堂
頭
妙
の
主
割
に
対
応
す
予
割
が
、
、
知
名
抄
に

卦
〓
て
l
ま
利
．
刊
に
対
応
す
る
割
よ
り
酷
に
喝
け
ら
∴
れ
て

い
7
3
エ
七
の

。
β
、
色
東
学
額
砂
の
別
旬
に
対
、
屯
、
す
る
割
が
、
東
名
妙
に

み
〓
て
は
主
訓
に
対
敵
す
る
朝
よ
り
乳
に
璃
け
ら
耽
て

〓
る
も
の

2
、
芭
蕉
曽
額
砂
に
迫
l
記
さ
れ
た
叫
の
う
ち
、
主
軸
の
タ
が

知
名
抄
の
当
哉
頭
、
士
の
訓
と
し
て
見
出
汁
し
ろ
毛
の

亡
、
色
貴
雪
嶺
妙
の
主
軸
に
対
応
す
る
軸
が
、
和
名
妙
に

お
目
て
把
の
剖
よ
畑
ノ
先
に
堵
が
ら
れ
て
〓
ろ
も
の

D
、
錫
こ
隻
要
項
妙
の
主
軸
に
叶
応
す
る
融
が
、
如
名
抄
に

お
目
－
て
亀
の
朝
の
後
に
鰯
昔
？
り
放
て
〓
る
も
の

と
　
色
喪
章
萄
抄
の
主
軸
に
対
応
す
う
訓
が
、
和
名
砂
に

お
目
て
当
韻
音
ぶ
十
に
対
す
5
唯
一
の
如
卸
て
あ
う
幸
二
り

3
、
色
壌
告
坤
妙
に
温
故
七
J
軋
た
軸
の
ラ
ナ
フ
、
別
旬
の
革
が

如
名
考
の
当
敬
譲
牢
の
知
と
し
て
見
増
せ
る
も
の

F
・
邑
壕
‡
額
砂
の
別
封
に
呼
応
す
る
軸
が
、
和
名
少
に

舟
〓
－
て
他
の
旬
よ
り
鑑
に
喝
が
、
L
／
血
て
日
石
も
の

を
、
色
婁
質
感
拭
抄
．
の
別
利
に
府
中
す
る
訓
が
・
知
名
妙
に

一
三
○

お
り
て
腔
の
旬
の
後
．
に
塙
け
ら
堆
て
〓
る
も
の

日
．
色
尊
堂
埋
却
の
別
知
に
対
応
す
る
朝
が
l
　
菊
名
夢
に

み
〓
て
当
城
譲
亨
に
対
す
急
峻
一
の
和
利
で
萄
5
も
の

こ
う
し
て
、
Ⅹ
∴
Y
・
Z
．
丁
－
の
〒
机
で
れ
「
二
属
す
う
の

が
、
こ
の
A
y
H
の
〓
平
凡
に
こ
多
く
韻
当
す
る
か
に
つ
＝
て

璃
査
し
た
結
乳
を
、
や
は
り
麦
l
こ
し
て
示
す
。
克
か
こ
の
璃

査
に
み
〓
て
は
、
便
宜
上
、
「
五
和
級
末
永
名
類
衆
妙
L
 
C

ニ
＋
春
本
）
　
を
同
日
た
。
た
み
恵
だ
、
哲
額
考
の
軸
の
目
す

此
も
が
、
知
名
妙
の
当
残
譲
雪
に
乳
出
せ
な
い
も
の
は
、
こ
こ

で
は
会
て
省
略
し
た
。
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、

J

〇
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、
J

ノ覧

J
∴
＋
♪
）
一
ハ

羽
蛍
羽
蛍
識

－

一

　

　

　

－

　

．

一

　

　

　

一

P
「
巨
上
梓
「
仕
上
巨
↑
巨
↑
拉
L
骨

名
の
麦
の
中
で
比
乾
的
大
き
〓
数
値
を
見
せ
て
日
石
A
B

E
H
の
田
鹿
リ
の
甥
会
の
み
を
ど
「
リ
∴
出
し
て
み
た
の
が
次
の

麦
で
あ
る
。Ⅹ

ー

　

ー

」

－

】

　

－

．

．

I

I

…

圭

i

！

て

…

「
∵

L
∴
　
　
‥

・

さ

∵

、

．

／

　

ご

｝

匹
は
五
首－

Y

　

　

一

　

　

Z

▼

r

・

1

－

j

・

・

ヤ

　

…

　

1

－

－

1

・

－

・

・

◎
妙
計
面
⑧
㊥

。
．
二
．
∵
〝
　
　
∴

一
＋
l
＋
＋
一

∂
ノ
つ
く
ま
∠
言
　
∂
　
ノ
ヱ
／

d
 
O
　
／
ヱ
／
こ
｝
　
0
　
0
の

身
、
J
　
才
厨

O
．
ダ
／
J

ル
　
〃
♪
∫

ー

　

州

控
に
仁
だ
巨

こ

の

麦

か

・

ケ

斗

二

X

・

Y

・

I

の

そ

華

牟

机

の

喝

破

左

鬼

J

・

ん

る

と

次

の

よ

う

に

な

る

で

あ

ろ

う

。

の

Ⅹ

ク

ィ

ア

の

堵

会

は

A

と

8

と

が

屋

利

巧

に

多

く

巨

叶

か

少

な

目

。

つ

ま

り

、

寧

頬

妙

に

か

〓

て

別

言

l
lI

重

出

の

礫

X

の

タ

イ

7

。

を

Y

；

？

毛

の

は

、

そ

の

か

な

り

の

例

か

、

五

名

糖

に

主

軸

∵

∴

墾

利

其

主

星

出

汁

う

も

の

で

あ

る

ク

吉

日

換

え

る

た

ら

が

、

∴

知

名

砂

の

喝

娼

球

宴

に

こ

っ

の

如

軸

が

振

出

せ

る

堵

会

、

こ

の

V

A

の

ク

ィ

ア

に

属

す

う

瑠

例

は

、

そ

の

こ

叫

を

懸

巣

に

並

施

し

て

〓

る

も

の

と

み

ろ

二

一

と

が

で

き

る

の

て

あ

る

。

∽

Y

タ

イ

γ

の

鳴

会

せ

、

A

B

H

が

呵

教

で

あ

J

E

は

一

例

の

サ

γ

あ

る

。

こ

の

塙

会

席

埠

に

B

U

U

の

二

つ

の

タ

イ

プ

に

連

日

し

た

り

。

〓

姓

、

う

lt

共

に

、

曽

類

秒

l

二

か

け

る

利

和

に

該

当

す

る

、

利

が

、

先

．

唱

え

l
音

確

二

つ

鳩

け

ら

耽

る

な

ど

か

為

り

脅

み

左

持

っ

て

〓

う

舟

て

あ

う

。

こ

の

皐

と

l

l

l

H

雪

浸

考

に

み

l

－

て

別

勧

の

み

が

魯

卑

す

ス

d

塵

と

は

や

は

り

間

藤

が

あ

る

の

l

で

は

在

日

だ

ろ

う

か

。

創

I

を

千

㌢

の

場

合

は

、

や

は

リ

A

盲

が

夕

日

l

－

と

に

、

注

目

し

た

り

。

す

な

わ

ち

、

I

タ

イ

7

に

み

け

る

例

の

よ

ラ

に

別

訓

が

重

出

L

在

日

の

は

、

東

名

華

に

み

〓

て

そ

の

別

軸

に

対

応

す

る

訓

が

存

在

し

在

日

I

が

、

．

え

d

学

萄

砂

の

主

軸

に

対

応

す

る

割

に

呵

乱

さ

せ

、

与

帆

た

か

た

七

二

㌧

行

っ

て

り

二

二



る
が
う
で
は
在
日
だ
う
∴
っ
空
　
′
つ
ま
り
呵
隼
環
掌
「
料
す

る
喪
点
っ
た
も
う
二
　
つ
の
訃
と
し
て
特
に
鼓
絶
し
て
示
す

ほ
ど
の
ノ
曹
み
き
、
こ
れ
ら
別
封
は
括
っ
て
い
な
か
っ
た
の

て
ぽ
た
り
か
。

、
．
ノ匝
X
ク
ィ
ア
と
Y
タ
イ
プ
と
璃
、
．
血
圧
に
八
一
β
が
多
く
E
が

少
存
立
と
＝
う
境
塩
魚
を
有
す
る
が
ー
あ
え
て
相
違
点
を

0

求
め
る
と
す
る
な
ら
は
言
早
が
Y
タ
イ
7
に
多
く
X
タ
イ
γ

に
少
乃
日
と
〓
う
占
叫
で
あ
ろ
う
。
日
が
、
色
覚
賢
疎
妙
の

▼
別
訓
に
討
た
す
る
訓
が
和
名
秒
に
見
出
せ
る
唯
一
の
軸
と

在

っ

て

い

る

場

合

で

あ

る

攻

上

、

〓

収

が

Y

タ

イ

プ

に

比

較

的

多

い

こ

と

は

さ

し

て

巽

と

す

す

に

当

た

ら

左

目

の

T

t
は
左
目
が
と
考
え
ろ
ひ

以
上
選
べ
た
′
こ
と
か
ら
、
色
普
督
額
妙
に
み
げ
．
う
別
封
の

垂
牢
に
車
名
準
豪
勢
の
和
叫
′
句
喝
娼
噂
他
が
多
少
た
り
と
毛

閏
漣
を
肴
L
で
日
華
J
ヒ
が
埋
り
孔
．
石
の
で
あ
る
が
ー
な
み

例
外
も
多
く
更
に
細
中
り
．
埠
討
が
．
サ
器
で
あ
る
。
今
後
の
課

題
と
し
た
り
。

ノ．ノ′三

上

で

明

し

ノ

か

▼

に

し

得

た

よ

う

に

思

音

ノ

。

よ
す
、
頭
堂
の
鋤
の
署
一
昔
紆
∵
に
よ
っ
て
干
つ
攻
上
、
の
葛

に
分
か
つ
、
。
あ
き
〓
ぽ
▼
一
つ
の
者
．
の
一
箇
呼
に
．
ま
と
り
る
と

日
、
ラ
＝
と
に
示
布
．
リ
蕎
麦
田
〓
て
あ
る
。
、
卑
敬
さ
れ
た
一
旬
の

第
三
計
時
が
互
〓
′
に
異
な
っ
て
〓
る
埠
に
そ
の
利
和
の
ノ
管
出

動
が
高
残
冬
を
重
し
、
並
に
第
三
日
坪
が
互
〓
I
に
孝
L
l
、
鴫

に
、
席
巻
悪
例
那
少
な
か
っ
た
こ
と
l
＝
よ
り
．
そ
の
こ
と
か
考

、
を
h
／
此
る
。

敢
与
　
色
貴
官
確
妙
は
、
利
和
を
固
⊥
薙
ぎ
の
下
に
泣
l
記

す
る
噸
句
が
あ
リ
、
そ
れ
か
う
考
、
午
う
二
㌧
　
二
の
守
類
少
は
、

頚
に
卸
に
碁
づ
〓
て
壊
享
を
引
き
出
す
と
＝
∵
フ
だ
け
¢
圭
の

で
は
な
く
、
．
そ
耽
う
の
接
客
に
対
し
て
雌
に
ど
の
よ
う
年
刊

が
あ
る
の
が
を
故
老
に
知
鞍
と
し
て
硬
球
し
よ
う
こ
し
た
も

の
で
あ
る
蛋
考
え
ら
れ
各
㍉
　
チ
し
て
、
掌
類
ケ
の
こ
の
こ
元

柏
を
考
、
若
き
に
あ
た
フ
て
は
、
和
諸
準
東
砂
の
よ
ラ
屯
営
頻

抄
縞
賓
に
曹
し
参
昭
叫
乍
∴
現
た
と
愚
府
映
る
賓
埠
の
影
響
至
醍

患
す
る
英
翠
が
あ
計
と
考
え
う
の
γ
あ
う
。

ま
と
め
・

喝
出
接
写
に
細
別
妾
追
放
す
孝
之
が
、
色
食
客
額
妙
の

性
絡
と
ど
の
↑
フ
在
闇
且
を
も
つ
の
か
。
そ
の
卦
分
か
は
攻

〔
後
記
〕

太
壷
を
破
す
に
み
た
っ
て
は
小
楓
芳
楓
先
生
二
は
圧
し
め
多
く

の
監
事
・
．
何
単
の
方
々
か
う
⊥
地
物
た
る
御
棺
尊
ヒ
温
か
〓

励
ま
し
と
を
項
目
た
。
・
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
五
十
。




